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「ゆめファーム全農」のハウスと遠隔指導システム（4-5面）

全
国
中
央
市
場
青
果
卸
売
協
会
を
訪

問
し
た
乗
富
幸
雄
副
会
長（
2
面
）

「地産地消キャンプ飯」に参加したアウトドア
部員の高校生たち（８面）

適
正
な
価
格
形
成
と
消
費
拡
大
を
青
果
卸
売
団
体
に
要
請

生
産
者
の
持
続
的
な
営
農
の
継
続
目
指
す（
園
芸
部
）



News!

コープデリ生協連が環境シンポジウム
桑田専務が全農グループの取り組みを紹介 営業開発部

　
全
農
の
桑
田
義
文
代
表
理
事
専
務
は
7
月
12
日
、東
京
・
大
手
町

で
開
催
さ
れ
た
コ
ー
プ
デ
リ
生
活
協
同
組
合
連
合
会
主
催「
未
来
へ

つ
な
ご
う 

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

登
壇
し
ま
し
た
。

し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は「
各
団
体
の
環
境
問
題
に
対

す
る
取
り
組
み
」「
コ
ー
プ
へ
の

期
待
・
要
望
、
と
も
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
こ
と
」の
二
つ
を

テ
ー
マ
に
し
、
業
界
団
体
や
行

政
か
ら
5
人
が
登
壇
し
ま
し
た
。

桑
田
専
務
は
全
農
グ
ル
ー
プ
の

環
境
調
和
型
農
業
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
例
と
し
て
、
農
研

機
構
な
ど
と
研
究
を
進
め
る
畜

産
分
野
の
メ
タ
ン
排
出
抑
制
や

国
産
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
実
証

事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
今
後
、
同
生
協
連
と
と

も
に「
産
地
や
流
通
過
程
で
廃

棄
と
な
っ
て
い
る
食
品
の
再
利

用
」「
総
菜
の
原
料
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
輸
入
野
菜
の
国
産

化
」「
国
産
大
豆
を
使
用
し
た
プ

ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
」な
ど
、

環
境
視
点
を
踏
ま
え
た
商
品
開

発
も
進
め
て
い
き
た
い
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

同
生
協
連
は
組
合
員
数
約

5
2
0
万
人
で
、
全
農
グ
ル
ー

プ
各
社
が
多
く
の
商
品
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
同
生
協
連
創
立
30
周
年
を
記

念
し
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
会
場

と
W
e
b
の
併
用
で
開
催
さ

れ
、
約
3
5
0
人
が
出
席
し
ま

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

News!

適正な価格形成と消費拡大を青果卸売団体に要請
生産者の持続的な営農の継続目指す 園芸部

　
全
農
は
7
月
21
日
、全
中
と
と
も
に
青
果
卸
売
会
社
の
業
界
団
体

を
訪
問
し
、生
産
資
材
価
格
高
騰
に
か
か
る
青
果
卸
売
会
社
へ
の
要

請
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

格
形
成
と
国
産
青
果
物
の
消
費

拡
大
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

　
業
界
団
体
か
ら
は「
生
産
者

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
十
分

理
解
で
き
る
。出
荷
さ
れ
た
青
果

物
を
少
し
で
も
高
く
販
売
す
る

と
い
う
市
場
の
機
能
を
し
っ
か

り
果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
実

需
者
へ
も
理
解
を
求
め
て
い
き

た
い
」と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
後
と
も
、
生
産
者
が
持
続

的
な
営
農
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

国
や
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
昨
今
、
不
透
明
感
を
増
す
国

際
情
勢
に
伴
う
海
外
原
料
価
格

の
高
騰
や
、
急
激
な
円
安
の
進

行
な
ど
に
よ
り
、
生
産
資
材
価

格
が
高
騰
し
、
生
産
者
の
農
業

経
営
を
圧
迫
す
る
事
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
全

農
は
青
果
卸
売
会
社
の
業
界
団

体
で
あ
る
、（
一
社
）全
国
中
央

市
場
青
果
卸
売
協
会
、（
一
社
）

全
国
青
果
卸
売
市
場
協
会
を
訪

問
し
、持
続
的
な
生
産
に
向
け
、

営
農
が
継
続
で
き
る
適
正
な
価

全
国
中
央
市
場
青
果
卸
売
協
会
の
川

田一
光
会
長（
東
京
青
果
㈱
会
長
）（
右
）

と
全
農
経
営
管
理
委
員
会
の
乗
富
幸

雄
副
会
長

全国青果卸売市場協会の月田求仁敬会長（熊
本大同青果㈱会長）（左）と全農の神林幸宏常務
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News!

「長生マスクメロン」をライブ配信で紹介
SNSを活用して直売所からPR 千葉県本部

　
J
A
長
生
と
千
葉
県
本
部
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）を

活
用
し
た
新
た
な
商
品
P
R
と
し
て
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
ラ
イ
ブ
配
信（
ラ
イ

ブ
コ
マ
ー
ス
）を
実
施
し
ま
し
た
。今
回

は
2
月
の
イ
チ
ゴ
に
続
く
第
2
弾
で
す
。

　
紹
介
し
た「
長
生
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
」は
、

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン「
愛
情
い
ち
ば
ん
館
」の
夏

の
人
気
商
品
で
す
。

　
「
J
A
長
生
な
が
い
き
市
場
」か
ら
行

わ
れ
た
ラ
イ
ブ
配
信
で
は
、直
売
所
店
長

が
メ
ロ
ン
の
網
目
の
作
り
方
や
栽
培
の

工
夫
な
ど
を
紹
介
し
、視
聴
者
か
ら
多
く

の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、こ
の
日
の
配
信
で
案
内
し
た
プ
レ
ゼ

ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
J
A
タ
ウ
ン「
愛

情
い
ち
ば
ん
館
」で
の
限
定
販
売
に
も
、

多
く
の
方
に
応
募
・
注
文
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

News!

地域農業の活性化と三重県産米の安定供給へ連携
日本ゼネラルフード×名古屋食糧×全農みえ 三重県本部

　
三
重
県
本
部
は
7
月
8
日
、
給
食
事

業
を
展
開
す
る
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ド

㈱
、
米
穀
卸
の
㈱
名
古
屋
食
糧
と
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
三
重
県
本
部
は
、需
要
に
応
じ
た
米
づ

く
り
の
た
め
、県
内
で
育
成
さ
れ
た
品
種

「
な
つ
い
ろ
」の
契
約
栽
培
を
進
め
て
い

ま
す
。２
０
２
２
年
産
か
ら
名
古
屋
食
糧

を
通
じ
て
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ド
に
供

給
し
、企
業
の
社
員
食
堂
や
学
校
・
病
院

の
給
食
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
同
日
、桑
名
市
の
Ｊ
Ａ
み
え
き
た
長
島

支
店
で
連
携
協
定
書
調
印
式
と
産
地
交

流
会
を
開
催
。3
者
の
代
表
者
が
協
定
書

に
署
名
を
し
た
あ
と
、生
産
者
、Ｊ
Ａ
関

係
者
も
参
加
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
、4
月
に
同
社
社
員
ら
が
田

植
え
体
験
を
行
っ
た
圃ほ
じ
ょ
う場

で
、「
契
約
水

田
」看
板
の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

契約水田の看板除幕式。左から、中野眞
司県本部長、ＪＡみえきたの松岡琴二常務、
日本ゼネラルフードの前田智行食品流通
事業部長、名古屋食糧の則竹功雄社長

News!

お米を食べようふくまるキャンペーン
LuckyFM茨城放送とタイアップし消費拡大 茨城県本部

　

茨
城
県
本
部
を
含
む
J
A
グ
ル
ー

プ
茨
城
と
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
茨
城
放
送

は
、
県
産
米
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
、

「
お
米
を
食
べ
よ
う
ふ
く
ま
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
生
産
・
販
売
に
影
響
を
受
け
て
い
る

生
産
者
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

茨
城
県
産
米
の
消
費
拡
大
と
知
名
度
の

浸
透
を
図
る
た
め
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種「
ふ
く
ま
る
」の
新
米
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
8
月
31
日
ま

で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
茨
城
と
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
茨
城

放
送
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
初
め

て
の
試
み
で
す
。毎
週
火
曜
日
19

時
35
分
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

連
動
し
た
期
間
限
定
コ
ー
ナ
ー

を
放
送
し
、
ラ
ジ
オ
リ
ス
ナ
ー

に
も
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ながいき市場からのライブ配信の様子

特設サイトは
こちらから 【今後の放送日】8月1日、

3日、5日、8日、9日、10日
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1
9
9
9
年
か
ら
2
0
1
8
年
ま
で
の
統

計
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
園
芸
用
施
設
設
置
面

積
で
は
約
20
%
、
経
営
体
戸
数
で
は
約
40
%

の
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
単
位
面
積
当
た
り

　全
農
は
、「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
」3
圃
場
で
の
成
果

を
も
と
に
、
2
0
2
1
年
12
月
に「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全

農
パッ
ケ
ー
ジ
」を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
フ
ル
ス
ペッ
ク

温
室
・
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
養
液
栽
培
を
共
通
仕
様
と
し
、

汎
用
性
が
高
く
高
収
量
が
可
能
な
パッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
、

施
設
園
芸
農
家
の
手
取
り
最
大
化
と
国
産
野
菜
の
生

産
維
持
・
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
作
成
に
至
っ
た
経
過
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

   

　【耕
種
総
合
対
策
部
】

施
設
園
芸

「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム

全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
普
及
へ

ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
の
取
り
組
み

「施設園芸･植物工場展2022」のゆめファーム出展ブース

「施設園芸･植物工場展２０２２」で講演する吉田室長

「ゆめファーム全農」のハウスと遠隔指導システム

の
収
量
向
上
や
面
積
拡
大
に
よ
る
生
産
性
向

上
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
ゆ
め

フ
ァ
ー
ム
全
農
」は
、
園
芸
用
ハ
ウ
ス
資
材
の

単
純
な
供
給
事
業
か
ら
、
栽
培
技
術
を
伴
っ

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
提
供
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

2
0
1
4
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。

　
14
年
に
は
栃
木
で
ト
マ
ト
、
17
年
に
は
高

知
で
ナ
ス
、
19
年
に
は
佐
賀
で
キ
ュ
ウ
リ
の

栽
培
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に
3
圃
場
の
全
て

で
通
常
栽
培
の
2
〜
4
倍
に
当
た
る
収
量
を

達
成
で
き
ま
し
た
。

　
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
で
の
栽
培
実
証
を
通

し
て
、①
人
材
育
成
②
温
室
建
設（
施
主
代

行
）③
栽
培
支
援
コ
ン
サ
ル（
栽
培
技
術
）

ん
付
き
合
い
ま
す
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」で
共
通
仕

様
と
し
て
い
る
Ｇ
ｒ
ｏ
ｄ
ａ
ｎ
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
の

展
示
や
、Ｒ
ｉ
ｄ
ｄ
ｅ
ｒ
製
の
環
境
・
潅
水

制
御
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
導
入

希
望
者
の
個
別
相
談
も
行
い
、
盛
況
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
施
設
園
芸
企
画
室
で
は
、
今
後
も
ゆ
め

フ
ァ
ー
ム
全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
普
及
を
通
し

て
、
担
い
手
生
産
者
の
手
取
り
最
大
化
や
、

日
本
の
施
設
園
芸
の
発
展
に
向
け
て
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パッ
ケ
ー

ジ
」に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

書
の
作
成
、
業
者
選
定
、
施
工
管
理
、
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
を
一
体
的
に
提
供
し
ま
す

③
栽
培
支
援
コ
ン
サ
ル
は
、
営
農
開
始
後
に

直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
現
地
支
援
や
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
よ
る
遠

隔
栽
培
指
導
を
通
し
て
、
担
い
手
生
産
者
の

栽
培
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
①
人
材
育
成
②
温
室
建
設
③
栽
培

支
援
コ
ン
サ
ル
―
―
を
一
体
的
に
提
供
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
担
い
手
生
産
者
の
手
取
り

最
大
化
と
、
日
本
の
施
設
園
芸
の
発
展
、

国
内
生
産
量
・
栽
培
面
積
の
維
持
拡
大
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
7
月
20
〜
22
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト（
東

京
都
江
東
区
）で
開
催
さ
れ
た「
施
設
園
芸
・

植
物
工
場
展（
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）2
0
2
2
」は
、

2
年
に
1
度
開
催
さ
れ
る
施
設
園
芸
・
植

物
工
場
分
野
の
専
門
展
示
会
で
す
。
耕
種
総

合
対
策
部
施
設
園
芸
企
画
室
の
吉
田
征
司

室
長
は
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
と
ち
ぎ
、
こ

う
ち
、Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
の
取
り
組
み
と
、
実
証
で

得
た
成
果
を
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
普
及
す
る
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

　
ブ
ー
ス
出
展
で
は
、
全
農
グ
リ
ー
ン
リ
ソ
ー

ス
㈱
と
協
力
し
て
、「
張
ら
せ
ろ『
根
』!
ま

わ
せ『
水
』!
栽
培
方
法
の
最
適
化
に
と
こ
と

―
の
三
つ
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し
、

そ
れ
ら
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
一
体
的
に
提
供

し
て
い
く
の
が「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パッ
ケ
ー

ジ
」で
す
。

　「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」で
提
供

す
る
三
つ
の
内
容
は
次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

①
人
材
育
成
は
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
で
圃

場
作
業
、
環
境
制
御
機
器
の
操
作
、
労
務

管
理
、
座
学
を
行
い
、
実
習
を
通
し
て
圃
場

運
営
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
網
羅
的
に

学
習
し
ま
す
②
温
室
建
設（
施
主
代
行
）は
、

共
通
標
準
仕
様
書（
高
収
量
が
可
能
な
フ
ル

ス
ペッ
ク
温
室
・
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
養
液
栽
培
を

基
本
と
し
た
温
室
）に
基
づ
き
、
基
本
設
計

「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム

全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」に
つ
い
て

「
施
設
園
芸
・
植
物
工
場
展
」に

出
展
・
Ｐ
Ｒ

ゆめファーム
全農パッケージ

栽培研修

※3～6か月程度の長期研修

営農計画を企て栽培品目を選定
所定のゆめファーム全農で研修

温室建設

※基本設計書作成･業者選定･施工管理･
　アフターメンテナンス等

補助事業利用検討
施主代行依頼

栽培支援コンサル

※有料コンサル

栽培技術再現の支援
実地＆遠隔により支援

栽培研修･温室建設（施主代行）･
栽培支援コンサルを

パッケージで一体的に提供

人
材
育
成･
温
室
建
設
･

栽
培
支
援
コ
ン
サ
ル
を
一
体
的
に
提
供

担
い
手
の
手
取
り
最
大
化
、

国
内
生
産
量
･面
積
の
維
持
拡
大
に
貢
献JA全農 耕種総合対策部

施設園芸企画室
03（6271）8269

問い合わせ先

TEL 担当 田代

ほ
じ
ょ
う

は
ん
よ
う

か
ん
す
い

栽培面積あたり収量
品目

トマト

ナス

キュウリ

栽培面積
あたり収量

43.5t/10a
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全農こうち
2017.4/1ha

ゆめファーム
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1
9
9
9
年
か
ら
2
0
1
8
年
ま
で
の
統

計
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
園
芸
用
施
設
設
置
面

積
で
は
約
20
%
、
経
営
体
戸
数
で
は
約
40
%

の
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
単
位
面
積
当
た
り

　全
農
は
、「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
」3
圃
場
で
の
成
果

を
も
と
に
、
2
0
2
1
年
12
月
に「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全

農
パッ
ケ
ー
ジ
」を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
フ
ル
ス
ペッ
ク

温
室
・
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
養
液
栽
培
を
共
通
仕
様
と
し
、

汎
用
性
が
高
く
高
収
量
が
可
能
な
パッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
、

施
設
園
芸
農
家
の
手
取
り
最
大
化
と
国
産
野
菜
の
生

産
維
持
・
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
作
成
に
至
っ
た
経
過
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

   

　【耕
種
総
合
対
策
部
】

施
設
園
芸

「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム

全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
普
及
へ

ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
の
取
り
組
み

「施設園芸･植物工場展2022」のゆめファーム出展ブース

「施設園芸･植物工場展２０２２」で講演する吉田室長

「ゆめファーム全農」のハウスと遠隔指導システム

の
収
量
向
上
や
面
積
拡
大
に
よ
る
生
産
性
向

上
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
ゆ
め

フ
ァ
ー
ム
全
農
」は
、
園
芸
用
ハ
ウ
ス
資
材
の

単
純
な
供
給
事
業
か
ら
、
栽
培
技
術
を
伴
っ

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
提
供
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

2
0
1
4
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。

　
14
年
に
は
栃
木
で
ト
マ
ト
、
17
年
に
は
高

知
で
ナ
ス
、
19
年
に
は
佐
賀
で
キ
ュ
ウ
リ
の

栽
培
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に
3
圃
場
の
全
て

で
通
常
栽
培
の
2
〜
4
倍
に
当
た
る
収
量
を

達
成
で
き
ま
し
た
。

　
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
で
の
栽
培
実
証
を
通

し
て
、①
人
材
育
成
②
温
室
建
設（
施
主
代

行
）③
栽
培
支
援
コ
ン
サ
ル（
栽
培
技
術
）

ん
付
き
合
い
ま
す
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」で
共
通
仕

様
と
し
て
い
る
Ｇ
ｒ
ｏ
ｄ
ａ
ｎ
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
の

展
示
や
、Ｒ
ｉ
ｄ
ｄ
ｅ
ｒ
製
の
環
境
・
潅
水

制
御
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
導
入

希
望
者
の
個
別
相
談
も
行
い
、
盛
況
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
施
設
園
芸
企
画
室
で
は
、
今
後
も
ゆ
め

フ
ァ
ー
ム
全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
普
及
を
通
し

て
、
担
い
手
生
産
者
の
手
取
り
最
大
化
や
、

日
本
の
施
設
園
芸
の
発
展
に
向
け
て
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パッ
ケ
ー

ジ
」に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

書
の
作
成
、
業
者
選
定
、
施
工
管
理
、
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
を
一
体
的
に
提
供
し
ま
す

③
栽
培
支
援
コ
ン
サ
ル
は
、
営
農
開
始
後
に

直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
現
地
支
援
や
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
よ
る
遠

隔
栽
培
指
導
を
通
し
て
、
担
い
手
生
産
者
の

栽
培
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
①
人
材
育
成
②
温
室
建
設
③
栽
培

支
援
コ
ン
サ
ル
―
―
を
一
体
的
に
提
供
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
担
い
手
生
産
者
の
手
取
り

最
大
化
と
、
日
本
の
施
設
園
芸
の
発
展
、

国
内
生
産
量
・
栽
培
面
積
の
維
持
拡
大
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
7
月
20
〜
22
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト（
東

京
都
江
東
区
）で
開
催
さ
れ
た「
施
設
園
芸
・

植
物
工
場
展（
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）2
0
2
2
」は
、

2
年
に
1
度
開
催
さ
れ
る
施
設
園
芸
・
植

物
工
場
分
野
の
専
門
展
示
会
で
す
。
耕
種
総

合
対
策
部
施
設
園
芸
企
画
室
の
吉
田
征
司

室
長
は
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
と
ち
ぎ
、
こ

う
ち
、Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
の
取
り
組
み
と
、
実
証
で

得
た
成
果
を
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
普
及
す
る
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

　
ブ
ー
ス
出
展
で
は
、
全
農
グ
リ
ー
ン
リ
ソ
ー

ス
㈱
と
協
力
し
て
、「
張
ら
せ
ろ『
根
』!
ま

わ
せ『
水
』!
栽
培
方
法
の
最
適
化
に
と
こ
と

―
の
三
つ
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し
、

そ
れ
ら
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
一
体
的
に
提
供

し
て
い
く
の
が「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パッ
ケ
ー

ジ
」で
す
。

　「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」で
提
供

す
る
三
つ
の
内
容
は
次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

①
人
材
育
成
は
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
で
圃

場
作
業
、
環
境
制
御
機
器
の
操
作
、
労
務

管
理
、
座
学
を
行
い
、
実
習
を
通
し
て
圃
場

運
営
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
網
羅
的
に

学
習
し
ま
す
②
温
室
建
設（
施
主
代
行
）は
、

共
通
標
準
仕
様
書（
高
収
量
が
可
能
な
フ
ル

ス
ペッ
ク
温
室
・
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
養
液
栽
培
を

基
本
と
し
た
温
室
）に
基
づ
き
、
基
本
設
計

「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム

全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」に
つ
い
て

「
施
設
園
芸
・
植
物
工
場
展
」に

出
展
・
Ｐ
Ｒ

ゆめファーム
全農パッケージ

栽培研修

※3～6か月程度の長期研修

営農計画を企て栽培品目を選定
所定のゆめファーム全農で研修

温室建設

※基本設計書作成･業者選定･施工管理･
　アフターメンテナンス等

補助事業利用検討
施主代行依頼

栽培支援コンサル

※有料コンサル

栽培技術再現の支援
実地＆遠隔により支援

栽培研修･温室建設（施主代行）･
栽培支援コンサルを

パッケージで一体的に提供

人
材
育
成･
温
室
建
設
･

栽
培
支
援
コ
ン
サ
ル
を
一
体
的
に
提
供

担
い
手
の
手
取
り
最
大
化
、

国
内
生
産
量
･面
積
の
維
持
拡
大
に
貢
献JA全農 耕種総合対策部

施設園芸企画室
03（6271）8269

問い合わせ先

TEL 担当 田代

ほ
じ
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う
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よ
う

か
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す
い

栽培面積あたり収量
品目
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35.0t/10a
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全農とちぎ
2014.8/32a
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全農こうち
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が
激
減
し
ま
し
た
。
現
在
は
行
政
の
販

売
支
援
策
を
頼
り
つ
つ
、
農
家
収
入
に

直
結
す
る
生
産
羽
数
は
減
ら
さ
ず
運
営

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
関
係
先
と
協
力

し
、
外
食
需
要
の
回
復
に
努
め
、
家
庭

消
費
や
通
信
販
売
の
開
拓
に
取
り
組

み
、
在
庫
を
解
消
し
、
秋
田
の
伝
統
食

を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
使
命
と
な

り
ま
す
。

市
場
に
出
回
り
半
世
紀
近
く
が
た
ち
ま

す
。
比
内
地
鶏
は
秋
田
名
物
き
り
た
ん

ぽ
鍋
の
大
事
な
具
材
で
あ
り
、
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
、
薩
摩
地
鶏
と
と
も
に
日
本
三

大
地
鶏
の一つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
比
内
地
鶏
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制

度
は
、
県
の
管
理
の
も
と
、
生
産
者
と

加
工
業
者
が
認
証
制
度
に
登
録
し
、
協

力
し
て
高
品
質
の
肉
を
生
産
す
る
仕
組

み
で
す
。
国
が
定
め
る
地
鶏
の
基
準
よ

り
も
飼
育
日
数
が
長
く
、
飼
育
密
度
が

低
く
、
放
し
飼
い
を
行
う
こ
と
が
特
長

で
す
。
広
い
放
牧
地
で
草
や
土
を
食
べ
、

運
動
す
る
こ
と
で
味
わ
い
深
く
締
ま
っ
た

肉
質
と
な
り
ま
す
。

　
秋
田
県
内
で
生
産
さ
れ
る
比
内
地
鶏

の
3
分
の
2
は
県
外
、
特
に
首
都
圏
の

高
級
料
理
店
で
消
費
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
地
鶏
肉
の
需
要

　
平
安
時
代
か
ら
秋
田
県
北
部
地
域
は

「
ひ
な
い
」と
呼
ば
れ
、
こ
こ
で
比
内
鶏

は
飼
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
比
内
鶏
は

1
9
4
2
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
、
県
が
そ
の
血
統
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

　
比
内
鶏
は
肉
が
お
い
し
い
一
方
で
体
質

が
弱
か
っ
た
た
め
、
秋
田
県
畜
産
試
験

場
が
比
内
鶏
を
父
親
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン

ド
レ
ッ
ド
種
の
鶏
を
母
親
と
し
て
か
け
あ

わ
せ
て「
比
内
地
鶏
」を
開
発
し
ま
し

た
。
1
9
7
8
年
に
比
内
地
鶏
の
肉
が

日
本
三
大
地
鶏「
比
内
地
鶏
」に
総
ぐ
る
み

秋
田
県
北
の
生
産
者・Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ・行
政
が
育
て
る

ブ
ラ
ン
ド
ヒス
ト
リ
ー
10

放牧農場で比内地鶏を紹介する生産者

比内地鶏の製品

件名に「ブランドヒストリープレ
ゼント」、本文に郵便番号、住所、氏名、
年齢、所属JA、電話番号、JA全農ウィー
クリーの感想をご記入の上、メールでご応
募ください。

※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定いたします。
　また、当選の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送にのみ使用いたします。

zz_zk_zennohweekly@zennoh.or.jp

令和4年8月12日（金）23時59分

「比内地鶏焼鳥串詰合せ」を5名様にプレゼントします。

応募方法 応募先

締め切り

認
証
制
度
で
ブ
ラ
ン
ド
守
る

秋
田
の
伝
統
食
を
次
世
代
へ

　
秋
田
県
で
古
く
か
ら
飼
育
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
殿
様
へ
の
年
貢
と

し
て
納
め
ら
れ
た
比
内
鶏
と
、
そ
こ
か
ら
現
代
の
技
術
を
も
と
に
生
ま

れ
た
「
比
内
地
鶏
」。
長
い
伝
統
と
比
類
な
き
食
味
を
、
地
元
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
総
力
を
挙
げ
て
守
り
育
て
て
い
ま
す
。
　
　 【
畜
産
生
産
部
】

ＪＡタウンで
購入できます

　
比
内
地
鶏
の
生
産
者
を
は
じ
め
、Ｊ

Ａ
秋
田
た
か
の
す
ほ
か
県
内
の
各
Ｊ

Ａ
、Ｊ
Ａ
全
農
あ
き
た
、
県
や
北
秋
田

市
、
地
元
の
関
係
先
と
日
々
支
え
あ

い
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
比
内
地
鶏
を

永
年
愛
す
る
県
内
の
消
費
者
が
お
求

め
や
す
い
商
品
も
作
り
た
い
で
す
ね
。

Ｊ
Ａ
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱

秋
田
比
内
地
鶏
加
工
セ
ン
タ
ー

髙
村
丈
治
セ
ン
タ
ー
長
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概要 （令和4年3月31日現在）

正組合員数� 1万6718人
准組合員数� 1万2833人
職員数� 369人
販売品取扱高� 33億1千万円
購買品取扱高� 25億1千万円
貯金残高� 2639億1千万円
長期共済保有高� 5783億9千万円
主な農畜産物　米、かんきつ、桃、 
イチジク、ブドウ、ワケギ、アスパラガス、
トマト、スナップエンドウ

　

農
家
所
得
の
向
上
の
取
り

組
み
の
一
つ
、
規
格
外
の
ハ
ッ

サ
ク
を
使
用
し
た
ゼ
リ
ー
を

開
発
し
販
売
に
力
を
入
れ
、
年

間
3
6
0
万
個
以
上
を
売
り

上
げ
て
い
ま
す
。
19
年
に
は
新

た
に
「
は
っ
さ
く
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
」を
商
品
化
。Ｃ
Ｍ
作
成
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト

（
S
N
S
）
な
ど
を
活
用
し
た

拡
大
販
売
に
取
り
組
み
、
21
年

は
60
万
個
を
売
り
上
げ
る
ヒ
ッ

ト
商
品
と
な
り
、「
は
っ
さ
く

ゼ
リ
ー
」に
次
ぐ
「
広
島
土
産
」

と
し
て
人
気
を
得
て
い
ま
す
。

　

20
年
10
月
に
は
農
畜
産
物

直
売
所
「
え
え
じ
ゃ
ん
尾
道
」

尾
道
店
を
従
来
の
約
2
倍
の

面
積
に
増
床
し
、
農
産
物
の
売

り
場
面
積
を
増
や
し
地
産
地

消
を
軸
と
し
た
「
農
家
所
得

ア
ッ
プ
営
農
運
動
」を
進
め
ま

し
た
。
県
内
の
土
産
品
を
集
め

た
「
広
島
み
や
げ
」売
り
場
を

新
設
し
、
県
内
外
か
ら
の
観
光

客
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、
管
内

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
ま

し
た
。
現
在
、
出
荷
会
員
数
は

8
5
5
人
、
21
年
度
売
上
高

ＪＡ尾道市
（広島県）

島
か
ら
中
山
間
地
ま
で
多
様
な
農
業

「
人
を
育
む
」「
農
を
育
む
」「
地
域
を
育
む
」

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
営
農
振
興

計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、「
人
を

育
む
」「
農
を
育
む
」「
地
域
を

育
む
」を
基
本
方
針
に
、
担
い

手
や
農
業
者
の
育
成
、
農
家
所

得
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
19
年
か
ら
は
第
5
次
営
農

振
興
計
画
に
取
り
組
み
、
管
内

の
農
事
組
合
法
人
・
担
い
手
を

対
象
に
Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
が
出
向

き
、
生
産
現
場
の「
声
を
聴
く
」

活
動
、
ま
た
生
産
者
・
園
地
台

帳
の
整
備
を
行
う
な
ど
、
生
産

者
と
結
び
つ
い
た
施
策
を
立
て

る
た
め
の
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
尾
道
市
は
広
島
県
の
南

東
部
に
位
置
し
、
尾
道
市
と
世

羅
町
に
ま
た
が
る
エ
リ
ア
を
管

轄
と
し
て
い
ま
す
。
管
内
の
農

業
は
瀬
戸
内
海
の
島
し
ょ
部
・

沿
岸
部
か
ら
北
部
中
山
間
地
域

ま
で
広
域
に
わ
た
り
、「
日
本

の
縮
図
」と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど

11
億
8
3
3
5
万
円
と
な
り

県
内
有
数
の
産
直
市
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
22
年
度
か
ら
は
第
6
次
営
農

振
興
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、農

業
塾
や
作
物
ご
と
の
専
門
塾
の

開
催
、
積
極
的
に
農
家
に
出
向

む
く
営
農
指
導
、
行
政
等
関
係

機
関
と
連
携
し
た
就
農
支
援
な

ど
の
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
て「
尾
道
ブ
ラ
ン
ド
」「
世

羅
ブ
ラ
ン
ド
」や
全
農
ひ
ろ
し
ま

と
耕
畜
連
携
・
資
源
循
環
ブ
ラ

ン
ド「
３さ
ん
あ
ー
る
-Ｒ
」の
取
り
組
み
を

す
す
め
付
加
価
値
向
上
と
販
売

力
の
強
化
を
図
り
、
生
産
者
の

所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

広島県

島根県

「
生
産
現
場
の
声
」を

重
視
し
た
取
り
組
み

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

農
畜
産
物
直
売
所
は

県
内
有
数
に

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し

新
た
な
振
興
計
画
を

ス
タ
ー
ト

農
家
所
得
の
最
大
化
か
ら

ヒ
ッ
ト
商
品

「
は
っ
さ
く
ゼ
リ
ー
」

にぎわう「ええじゃん尾道」尾道店

ヒット商品となった「はっさくゼ
リー」と「はっさくシャーベット」

が
激
減
し
ま
し
た
。
現
在
は
行
政
の
販

売
支
援
策
を
頼
り
つ
つ
、
農
家
収
入
に

直
結
す
る
生
産
羽
数
は
減
ら
さ
ず
運
営

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
関
係
先
と
協
力

し
、
外
食
需
要
の
回
復
に
努
め
、
家
庭

消
費
や
通
信
販
売
の
開
拓
に
取
り
組

み
、
在
庫
を
解
消
し
、
秋
田
の
伝
統
食

を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
使
命
と
な

り
ま
す
。

市
場
に
出
回
り
半
世
紀
近
く
が
た
ち
ま

す
。
比
内
地
鶏
は
秋
田
名
物
き
り
た
ん

ぽ
鍋
の
大
事
な
具
材
で
あ
り
、
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
、
薩
摩
地
鶏
と
と
も
に
日
本
三

大
地
鶏
の一つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
比
内
地
鶏
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制

度
は
、
県
の
管
理
の
も
と
、
生
産
者
と

加
工
業
者
が
認
証
制
度
に
登
録
し
、
協

力
し
て
高
品
質
の
肉
を
生
産
す
る
仕
組

み
で
す
。
国
が
定
め
る
地
鶏
の
基
準
よ

り
も
飼
育
日
数
が
長
く
、
飼
育
密
度
が

低
く
、
放
し
飼
い
を
行
う
こ
と
が
特
長

で
す
。
広
い
放
牧
地
で
草
や
土
を
食
べ
、

運
動
す
る
こ
と
で
味
わ
い
深
く
締
ま
っ
た

肉
質
と
な
り
ま
す
。

　
秋
田
県
内
で
生
産
さ
れ
る
比
内
地
鶏

の
3
分
の
2
は
県
外
、
特
に
首
都
圏
の

高
級
料
理
店
で
消
費
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
地
鶏
肉
の
需
要

　
平
安
時
代
か
ら
秋
田
県
北
部
地
域
は

「
ひ
な
い
」と
呼
ば
れ
、
こ
こ
で
比
内
鶏

は
飼
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
比
内
鶏
は

1
9
4
2
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
、
県
が
そ
の
血
統
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

　
比
内
鶏
は
肉
が
お
い
し
い
一
方
で
体
質

が
弱
か
っ
た
た
め
、
秋
田
県
畜
産
試
験

場
が
比
内
鶏
を
父
親
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン

ド
レ
ッ
ド
種
の
鶏
を
母
親
と
し
て
か
け
あ

わ
せ
て「
比
内
地
鶏
」を
開
発
し
ま
し

た
。
1
9
7
8
年
に
比
内
地
鶏
の
肉
が

日
本
三
大
地
鶏「
比
内
地
鶏
」に
総
ぐ
る
み

秋
田
県
北
の
生
産
者・Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ・行
政
が
育
て
る

ブ
ラ
ン
ド
ヒス
ト
リ
ー
10

放牧農場で比内地鶏を紹介する生産者

比内地鶏の製品

件名に「ブランドヒストリープレ
ゼント」、本文に郵便番号、住所、氏名、
年齢、所属JA、電話番号、JA全農ウィー
クリーの感想をご記入の上、メールでご応
募ください。

※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定いたします。
　また、当選の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送にのみ使用いたします。

zz_zk_zennohweekly@zennoh.or.jp

令和4年8月12日（金）23時59分

「比内地鶏焼鳥串詰合せ」を5名様にプレゼントします。

応募方法 応募先

締め切り

認
証
制
度
で
ブ
ラ
ン
ド
守
る

秋
田
の
伝
統
食
を
次
世
代
へ

　
秋
田
県
で
古
く
か
ら
飼
育
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
殿
様
へ
の
年
貢
と

し
て
納
め
ら
れ
た
比
内
鶏
と
、
そ
こ
か
ら
現
代
の
技
術
を
も
と
に
生
ま

れ
た
「
比
内
地
鶏
」。
長
い
伝
統
と
比
類
な
き
食
味
を
、
地
元
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
総
力
を
挙
げ
て
守
り
育
て
て
い
ま
す
。
　
　 【
畜
産
生
産
部
】

ＪＡタウンで
購入できます

　
比
内
地
鶏
の
生
産
者
を
は
じ
め
、Ｊ

Ａ
秋
田
た
か
の
す
ほ
か
県
内
の
各
Ｊ

Ａ
、Ｊ
Ａ
全
農
あ
き
た
、
県
や
北
秋
田

市
、
地
元
の
関
係
先
と
日
々
支
え
あ

い
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
比
内
地
鶏
を

永
年
愛
す
る
県
内
の
消
費
者
が
お
求

め
や
す
い
商
品
も
作
り
た
い
で
す
ね
。

Ｊ
Ａ
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱

秋
田
比
内
地
鶏
加
工
セ
ン
タ
ー

髙
村
丈
治
セ
ン
タ
ー
長
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JA遠州中央

　静岡県JA遠州中央管内の農産物を素材にした大地の
恵みたっぷりのジェラートです。あっさりしているのに濃
厚な風味は、暑い季節にもぴったり。
　味の種類は「紅ほっぺミルク」「天竜 山の抹茶」「ほうじ
茶」「にこまる玄米」「とうもろこし」など。３種類×２個入
りの計６個でお届けします。旬の農作物を使用するため、
どの味が入っているのかは届いてからのお楽しみです。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農のインターネットショッピングモール

JA遠州中央 ときめきジェラート（6個セット×
90ml）……3000円（税込み）

8月5日から31日まで4産地がリレー出荷

全国直営9店舗で九州のアスパラガスフェア

　全農は、全国の直営飲食店舗（9店舗）
で、8月5日から8月31日の間、「九州産アス
パラガス主産県協議会」とのコラボレーシ
ョン企画「みずみずしく柔らかい、夏のアス
パラガスフェア」を開催します。昨年好評
だったため、今年は店舗数を拡大して実施
します。 

令和4年8月5日（金）～8月31日（水）期間

みのりカフェ三越銀座店/みのる食堂三越銀座店/みのりみのるチキン二子玉川 東急フードショー店/
和牛とごはん焼肉じゅん枚方市役所前店/みのりカフェアミュプラザ博多店/みのりカフェ福岡パルコ店/
みのる食堂アミュプラザ熊本店/みのりカフェ季楽コムボックス佐賀駅前店/みのりカフェ長崎駅店

実施
店舗

BS朝日で特番、「TVer」で8月2日から31日まで視聴可能

　全農は7月31日、全国の高校で増加して
いる「アウトドア部」の生徒にスポットをあてた
1時間特番「JA全農presents青春アウトドア
部」をBS朝日で放送しました。 

【広報・調査部】
　番組では、埼玉県の高校に通うアウトドア
部員が、地元の食材を使ったアウトドア料理
「地産地消!キャンプ飯」に挑みました。キャ
ンプ飯を作る過程で、高校生自らが農家を
訪ね農作業を体験することで、農業への理
解や地産地消の大切さを学び、農産物直売

所での買い出しなどを通して農畜産物の流
通やフードマイレージなどについて考えまし
た。
　参加した高校生からは、収穫した野菜の
感想や、農業についての質問が出るなど、ア
ウトドア部の活動をとおして農業の魅力を発
信する番組となっています。
　「TVer」では8月2日10時（配
信開始は前後する可能性があり
ます）から31日22時まで視聴可
能です。ぜひご視聴ください。 参加したアウトドア部員の高校生たち

「JA全農presents青春アウトドア部」を放送

店舗の詳細は
こちら

　今回のフェアでは、福岡県、佐賀県、長
崎県、熊本県の4産地がリレー出荷するア
スパラガスのサンドイッチや総菜など素材
のおいしさを生かしたさまざまなメニューに
アレンジして提供します。今が旬のみずみ
ずしく柔らかいアスパラガスメニューをお楽
しみください。        【フードマーケット事業部】

旬野菜のふわとろオムライスプレート（みのりカフェ季
楽コムボックス佐賀駅前店）

番組HPは
こちら

発行／全国農業協同組合連合会　2022年（令和4年）8月1日発行（毎週月曜日発行）
第3402号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

コープデリ生協連が環境シンポジウム
桑田専務が全農グループの
取り組みを紹介（営業開発部）

地域農業の活性化と三重県産米の
安定供給へ連携（三重県本部）

お米を食べようふくまるキャンペーン
（茨城県本部）

「長生マスクメロン」をライブ配信で
紹介（千葉県本部）

ブランドヒストリー
日本三大地鶏「比内地鶏」に総ぐるみ
秋田県北の生産者・ＪＡグループ・
行政が育てる（畜産生産部）

ＪＡズームイン（広島：ＪＡ尾道市）

「ＪＡ全農presents青春アウトドア部」を
放送（広報・調査部）

全国直営9店舗で九州の
アスパラガスフェア（フードマーケット事業部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA遠州中央

2面

4 

5
面

6

8

7

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web
限定

「アグリマシンフェア２０２２」３年ぶりに
開催（群馬県本部）

生産者応援国産野菜フェア開催
（岐阜県本部）

2

3

施設園芸「ゆめファーム
全農パッケージ」を普及へ（耕種総合対策部）
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「ゆめファーム全農」のハウスと遠隔指導システム（4-5面）

全
国
中
央
市
場
青
果
卸
売
協
会
を
訪

問
し
た
乗
富
幸
雄
副
会
長（
2
面
）

「地産地消キャンプ飯」に参加したアウトドア
部員の高校生たち（８面）

適
正
な
価
格
形
成
と
消
費
拡
大
を
青
果
卸
売
団
体
に
要
請

生
産
者
の
持
続
的
な
営
農
の
継
続
目
指
す（
園
芸
部
）
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